
西日本新聞をご購読のあなたにお届けしています 

４ 2010年2月1日 

　朝４時に家を出、日の出前に佐賀県鹿島の海辺に行きました。漁場

はたくさんのノリ養殖作業が終わっていました。漁師さんはすでに魚

場に網を張り夜が白みかけるのを待って働き始めました。朝焼けが始

まり凪の海が真っ赤に染まったのを待ってシャッターを押しました。

漁師さんの動きが始まりました。凪の海は穏やかで優しく力強いし頼

もしく感じます。　　　　　　　　　　　　　　　八媛会　北島東司郎 

早朝の海 

フォトエッセイ フォトエッセイ 
   A

　
一
年
の
福
運
と
商
売
繁

盛
祈
願
　
平
田
稲
荷
大
明
神

初
午
大
祭 

と
き
／
２
月
１
日
（
月
）
９

時
〜
17
時 

と
こ
ろ
／
八
女
市
西
紺
屋
町

甘
酒
進
呈
、
御
神
酒
、
福
笹
、

富
く
じ
等
縁
起
物
あ
り
。 

連
絡
先
：
西
紺
屋
町
老
人
ク

ラ
ブ
登
喜
和
会
・
岡
本 
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 A

　
挑
戦
！
竹
炭
＆
野
菜
・

果
物
炭
オ
ブ
ジ
ェ
作
り
i n 

グ
リ
ー
ン
パ
ル
日
向
神
峡 

と
き
／ 

１
回
目
　
２
月
14
日
（
日
） 

２
回
目
　
２
月
21
日
（
日
） 

定
員
／
40
名
ほ
ど
（
家
族
で

の
参
加
大
歓
迎
） 

詳
細
は
お
お
に
し
農
業
小
学

校
事
務
局
　
斉
藤 
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ゲ
キ
☆
ヤ
ス
土
日
乗
り

放
題
切
符
（
Ｊ
Ｒ
九
州
全
線
）

九
州
新
幹
線
・
特
急
列
車
の

自
由
席
が
土
日
２
日
間
乗
り

放
題
！
１
０，
０
０
０
円
、

小
学
生
１，
０
０
０
円 

〜
３
月
７
日
ま
で
の
土
日
２

日
間
。
ご
利
用
の
前
日
金
曜

日
ま
で
発
売
。
ご
利
用
当
日

の
発
売
は
行
い
ま
せ
ん
。 
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ア
ク
バ
ー
イ
ン
グ
リ
ッ

シ
ュ
ス
ク
ー
ル 

ハ
ロ
ー
！
ア
ク
バ
ー
ラ
ク
マ

ン
と
申
し
ま
す
。
（
ア
メ
リ

カ
・
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
出
身
）

私
は
黒
木
町
の
小
学
校
と
中

学
校
で
３
年
間
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
し

て
英
語
の
勉
強
の
お
手
伝
い

を
し
ま
し
た
。 

現
在
は
黒
木
町
北
木
屋
で
英

会
話
教
室
を
開
い
て
い
ま
す
。 

幼
児
か
ら
大
人
ま
で
個
人
レ

ッ
ス
ン
、
グ
ル
ー
プ
レ
ッ
ス

ン
ま
で
Ｏ
Ｋ
で
す
。 
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      A

　
感
動
を
再
び
！ 

昨
年
十
二
月
十
一
日
放
映
の

福
岡
発
ド
ラ
マ
ス
ペ
シ
ャ
ル

『
母
さ
ん
へ
』
は
九
州
・
沖

縄
地
区
で
12
・
４
％
の
視
聴

率
を
記
録
し
ま
し
た
。
２
月

11
日
（
木
）
午
後
４
時
45
分

〜
５
時
58
分
、
全
国
放
映
さ

れ
ま
す
。 

見
ら
れ
た
方
は
も
う
一
度
、

見
逃
し
た
方
は
ぜ
ひ
こ
の
機

会
に
さ
わ
や
か
な
感
動
を
味

わ
っ
て
下
さ
い
。 

 A

　
絵
本
カ
ー
ニ
バ
ル 

と
き
／
２
月
６
日
（
土
）
〜

14
日
（
日
） 

と
こ
ろ
／
八
女
市
立
図
書
館 

※
２
月
７
日
（
日
）
14
時
〜

目
黒
実
氏
講
演
会 

と
こ
ろ
／
八
女
文
化
会
館 

演
題
‥
子
ど
も
の
本
の
森
へ 

 A

　
あ
き
や
ま
た
だ
し
絵
本

ラ
イ
ブ 

と
き
／
２
月
６
日
（
土
）
13

時
30
分
〜 

と
こ
ろ
／
八
女
文
化
会
館 

親
子
で
楽
し
め
る
も
よ
お
し

で
す
。 

    A

　
御
座
敷
梅
林
　
青
輝
園 

入
園
券
を
10
組
20
名
の
方
へ

プ
レ
ゼ
ン
ト 

み
や
ま
市
山
川
町
尾
野 
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古
き
良
き
日
本
の
伝
統
に
酔

い
し
れ
る
ち
ょ
っ
と
ぜ
い
沢

な
花
め
ぐ
り
し
て
み
ま
せ
ん

か
。 

 

　
ご
希
望
の
方
は
ハ
ガ
キ
で

東
兄
弟
印
刷
所
迄 

チ
ケ
ッ
ト
の
発
送
を
も
っ
て

発
表
と
し
ま
す
。
（
応
募
多

数
の
場
合
は
抽
選
） 

応
募
締
め
切
り
２
月
10
日 

    A

　
麺
屋
　
あ
お
い 

１
月
17
日
に
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｎ
し
た

ば
か
り
の
ラ
ー
メ
ン
店
で
す
。 

ラ
ー
メ
ン
、
ギ
ョ
ウ
ザ
、
チ

ャ
ー
ハ
ン
は
『
あ
り
が
と
う
』

を
込
め
た
価
格
で
各
３
９
０

円
。
半
チ
ャ
ー
ハ
ン
＋
ラ
ー

メ
ン
の
セ
ッ
ト
が
５
０
０
円

の
ワ
ン
コ
イ
ン
価
格
！
ご
来

店
、
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

〜
２
月
５
日
ま
で
に
ク
ラ
ッ

シ
ー
を
お
持
ち
い
た
だ
い
た

方
に
限
り
、
手
作
り
杏
仁
豆

腐
を
サ
ー
ビ
ス
！
但
し
、
一

日
限
定
50
個
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。 

営
業
時
間
／
朝
11
時
〜LA

ST 

八
女
市
蒲
原 
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読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト 

読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト 

Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｎ
Ｔ 

行
っ
て
み
よ
う
よ 

こ
の
お
店 

「
ク
ラ
ッ
シ
ー
」
は
毎
月
発
行
し
ま
す
。
紹
介
し
た
い
地
域
の
行

事
や
趣
味
の
サ
ー
ク
ル
、
愉
快
な
仲
間
達
そ
の
他
読
者
を
楽
し
く

さ
せ
、
元
気
づ
け
人
や
社
会
の
お
役
に
立
つ
原
稿
を
募
集
し
ま
す
。 

伊之坂ミキ 

　
観
察
室
か
ら
一
般
病
室
に
移
っ
て

十
日
経
過
、
夢
う
つ
つ
の
中
今
自
分

が
ど
こ
に
い
る
の
か
さ
え
理
解
で
き

な
い
。
点
滴
と
酸
素
マ
ス
ク
で
命
を

つ
な
い
で
い
る
。
こ
の
ま
ま
寝
た
き

り
の
生
活
に
な
る
の
か
、
認
知
症
が

進
む
の
か
不
安
が
胸
を
よ
ぎ
る
。
四

人
部
屋
の
病
室
で
は
三
日
も
す
れ
ば

隣
の
患
者
さ
ん
や
付
き
添
い
の
人
と

話
し
を
す
る
よ
う
に
な
る
。 

　
「
ど
う
あ
ん
な
さ
っ
と
で
す
か
」

に
始
ま
り
「
幾
つ
に
な
ん
な
さ
っ
と

で
す
か
」
「
入
院
し
て
何
日
目
で
す

か
」
と
同
じ
環
境
に
あ
る
者
同
士
、

不
思
議
な
親
近
感
が
出
て
会
話
も
弾

む
。
「
○
○
の
病
気
に
は
○
○
が
良

か
げ
な
で
す
バ
イ
」
と
話
題
も
尽
き

な
い
。
「
救
急
車
で
医
大
の
救
命
セ

ン
タ
ー
へ
運
ば
れ
ま
し
た
」
と
言
う

と
「
あ
た
し
ゃ
八
女
農
の
グ
ラ
ン
ド

か
ら
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
で
行
き
ま
し
た
」

上
に
は
上
が
あ
る
も
の
で
あ
る
。
「
う

ち
の
親
は
九
十
三
歳
に
な
り
ま
す
」

と
言
っ
た
ら
向
い
の
付
き
添
い
さ
ん

が
「
私
の
親
は
百
歳
、
私
が
八
十
歳

に
な
り
ま
す
」
老
々
介
護
極
ま
れ
り

で
あ
る
。
百
歳
の
お
母
さ
ん
立
派
に

自
分
の
口
で
食
べ
て
お
ら
れ
る
。 

　
「
お
互
い
大
変
で
す
ね
」
と
い
う

よ
り
「
お
二
人
と
も
長
命
で
す
ね
」

と
い
う
の
が
ふ
さ
わ
し
い
。
入
院
患

者
さ
ん
は
回
転
が
早
い
、
み
る
み
る

元
気
に
な
っ
て
退
院
し
て
い
か
れ
る
。

二
十
日
も
す
れ
ば
、
同
室
四
名
の
中

で
一
番
の
古
参
で
あ
る
。
新
入
り
の

患
者
さ
ん
に
同
じ
会
話
を
繰
り
返
す

自
分
が
い
る
。
忙
し
く
駈
け
回
る
看

護
師
さ
ん
に
く
ら
べ
て
病
室
の
時
間

だ
け
は
患
者
さ
ん
に
合
わ
せ
て
ゆ
っ

く
り
と
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
で
過
ぎ
て
ゆ

く
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
た
か
お
） 

※
現
在
介
護
に
頑
張
っ
て
い
る
方
、

介
護
の
経
験
を
お
持
ち
の
方
体
験
談

待
っ
て
い
ま
す
。 

老々介護初体験 ２ 

「Mommy!　Mommy!　ぬけたよ！」

とちょうど寝る前に息子、快、が喜

んで言いました。これで３本目の歯

が抜けました。寝る前に必死に抜け

ようとする理由があります。うちに

は歯の妖精がやってきます。「じゃ、

ティシューに包んで、まくらのした

においてね。それとティシューをく

ちにつっこんで、血がまだでているよ」

と言って、寝かせました。次の朝起

きて、30分ぐらいたったら、「ア

ッ！」と思い出し、ベッドルームに

走る快。まくらをめくってみればそ

こに100円玉が置いてありました。

私から何も言わず、そのコインを貯

金箱に入れました。歯のようせいが

うちに初めて訪れた時、1本目の歯

ということで￥500を置いてくれま

した。だけど、普通に100円玉。ア

メリカの歯のようせいがいくら置い

てあげているでしょうかね。自分が

寝る前にそのコインを置き忘れない

のかなぁ（2回目の私）。後16本が

残っています。 
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トライアル 

蒲原 蒲原 

パチンコ店 

大坪建設 
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